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令和７年第１回金ケ崎町総合教育会議 

会  議  録 

 

１  開会、閉会等に関する事項 

（１）開会  令和７年１２月２５日（木） 午前１１時 

（２）閉会       同         午前１１時５５分 

（３）場所    役場３階庁議室 

 

２  出席者の職及び氏名（５名） 

職名 氏 名 

町長 髙橋 寛寿 

教育長 千葉 和仁 

教育長職務代理者 高橋 玲子 

教育委員 小野 タマ子 

教育委員 鈴木 雅司 

 

３ 欠席者の職及び氏名（１名） 

  職名 氏 名 

教育委員 八重柏 知史 

 

４  説明等のため出席した職員（４名） 

所属・職名 氏 名 

教育委員会事務局 教育次長 稲葉 郁子 

中央生涯教育センター 所長 鈴木 敏郎 

教育委員会事務局 教育次長補佐 渡邉 久美子 

教育委員会事務局 副主幹 松本 浩和 

 

５ 協議の概要 

（１） 開会 

稲葉教育次長が開会を宣言。以降、稲葉教育次長が進行、（４）協議に 

ついては、髙橋町長が議長となり進行。 

（２） 町長あいさつ 

定例会に引き続き会議に出席いただきありがとうございます。本日の 

会議では、当町の少子化の現状をご説明し、それをふまえてご検討をお



２ 

願いしたいと思っております。 

日本の少子化は、かつてないペースで進んでいます。その中で、金ケ崎

の子ども達にとってどのような教育が望ましいのかということを議論して

いただきたいと思います。 

（３） 教育長あいさつ 

本日は、先ほどの定例会に続いての会議にご出席いただきありがとうご

ざいます。少子化は避けて通れないことであり、今後、検討、協議、研修

しながらゴールを目指したいと考えておりますのでよろしくお願いしま

す。 

（４）協議 

      髙橋町長が議長となり、協議を進行した。 

    初めに、松本副主幹から資料に基づき、今後の小中学校のあり方につい 

て説明した。 

 その後、髙橋町長が出席委員に質問や意見を求め、まとめて髙橋町長、 

千葉教育長、事務局から回答し、協議は終了した。その他意見等なく、髙 

橋町長は議長を降任した。 

＜協議内容＞ 

【鈴木委員】先日、以前自分が勤務したことがある学校から閉校式の案内をい

ただき出席してきた。本来の予定では、４年前に閉校しているはず

だったが、さらに４年かかったようだ。この頃感じているのは、統

廃合には地域感情も大事ではあるが、子どもにはスピード感も大事

だということ。 

      スクールバス、学童の配慮がしっかりできていればあまり反発は 

ないのではないか。 

      定住人口の確保に向けた取組としては、最悪の人口減少ペースの 

シナリオを止めるための工夫が必要だと思う。 

また、学校統廃合のあとは、廃校の活用も行ってほしい。奥州市 

の閉校した小学校には、関東の企業が入っているようだ。借り手が 

いれば草刈りなどの施設管理もやってもらえるし、施設が有効活用 

されてよいと思う。 



３ 

 家の近所に工場の寮があるが、９割が県外ナンバーの車。そうい

う若い人を金ケ崎の定住者として確保できたらよいと思う。 

【小野委員】町では宅地開発が進み、新しい家が増えているが、地域的に偏り 

が見られるのではないか。 

 小学校のこともあるが、幼稚園についてのほうが先なのではない 

か。要望活動のことも聞いたが、やれること、やれないことを回答 

する必要がある。 

【高橋職務代理者】令和６年度の出生が６０人ほど、令和７年度は７０人ほど

ということで、子どもが減ることははっきりしている。今後

は、７０人を維持できない時は統合するなど、ある程度見通

しをもっていく必要があると思う。 

         統合のスタイルについては、夏に視察した福島の義務教育

学校とまではいかなくてもよいと思う。地域教育は金ケ崎の

小・中学校でそれぞれしっかりやっており、義務教育学校で

なくてもできる。 

問題は統廃合する時期で、いつ１校にするのか、何年後に

どうするかということを決める必要がある。先日、西小学校

時代の教え子から、西小と永小の統合の話を聞いた。保護者

も気にしていると思う。 

【髙橋町長】さまざまなご意見等いただきありがとうございます。 

まず、人口減少対策についてですが、働く場所と住む場所の確保 

を計画しており、工業団地の拡張（４５ヘクタール）や住宅用地の 

整備を行う予定です。昭和３０年の合併当時、人口は１７，０００ 

人でした。昭和４５年には１４，７００人でいったん減少しました 

が、平成１７年には１６，５００人に増えて、現在は１５，０００ 

人ほどです。昭和５０年頃の人口構成は、きれいなピラミッド状で 

したが、現在は若年層が少なく、高齢層が多いいびつな形になって 

います。 

 町では、定住を促すため、学校給食の無償化に取り組み転入者を 

確保しようとしています。 



４ 

      工業団地の就労人口は約６，０００人、そのうち町民は１５％程 

度です。あと５％上げたいと考えており、家賃補助や利子補給など 

を行っているところです。 

 廃校の活用については、建物が空く前提で交渉するとうまくいき

やすいようですが、町では、まだ何も決まっていないので、すべて

これからになります。 

       住宅地のことにつきましては、町の土地利用計画で住宅用地を 

決めており、偏っているといわれればその通りです。宅地は宅地

で、農地は農地でまとめるというのが国の方針でもあり、そうなっ

ています。町の中心部は人が増えています。西部地区から街・南方

地区に家を新築して引っ越してくる人もいるようです。農業で生計

を立てられる、経営ができる状況にないと、農村から人はいなくな

ってしまいます。そうすると田んぼを維持することもできなくなり

ます。解決に妙案はなく難しいと感じているところです。 

【千葉教育長】教育委員会としては、学校のあり方の検討を始めたところであ

り、具体的に西小学校と永岡小学校を統合するなどということを

示したこともありません。今後、検討を進めていくうえで、意見

を聴く会を設ける必要があると思っています。人口減少について

は、危機感をもちながら、一番は子どものために何がいいのかを

考えなければいけません。 

【髙橋町長】状況についてはご理解いただけたと思います。今後は、いつ、誰 

に、どのように説明するか検討し、地元理解を得ていきたいと思い

ます。 

また、出生数が減少しているので、子どもの数が減ることは明ら

かです。そこで、幼児教育の保育園化が求められているということ

は行政として悩ましいところです。 

（５） その他  なし 

 

６ 閉会 

    


